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年末・年始
もしもの自動車事故は

安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心ダダダダダダダダダダダダイイイイイイイイイイイイヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤルルルルルルルルルルルル
自治労共済事故受付センター

ロードアシスタンスサービスも同じ

番号です

� 0120－810－625

自治・分権セミナー新
政
権
発
足
を
う
け
こ
れ
か
ら
の
自
治
・
分
権
の
展
望
と
課
題
を
さ
ぐ
る
こ
と
を
テ

ー
マ
に
、
１１
月
２８
日
、
２
０
０
９
自
治
・
分
権
セ
ミ
ナ
ー
を
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
開
き
、
市
町
村
長
・
議
員
、
組
合
員
な
ど
２
４
０
人
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
道
本
部
と
道

地
方
自
治
研
究
所
の
共
催
で

開
き
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
行
政
刷
新
）
秘
書
官
の

松
本
収
さ
ん
、
総
務
省
地
域

主
権
室
長
予
定
の
逢
坂
誠
二

衆
議
院
議
員
、
民
主
党
の
北

海
道
戦
略
会
議
準
備
会
事
務

局
長
の
石
川
久
紀
さ
ん
の
３

人
に
よ
る
講
演
・
報
告
が
行

わ
れ
た
。

松
本
秘
書
官
は
、「
事
業
仕

分
け
に
よ
っ
て
、
役
所
が
ま

と
も
に
説
明
で
き
な
い
事
業

が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ず
に
続
い

て
き
た
実
態
が
明
ら
か
に
な

り
、
ど
ん
な
考
え
で
誰
が
責

任
を
持
ち
ど
の
よ
う
な
議
論

で
事
業
が
決
ま
っ
て
い
く
か

を
国
民
に
明
ら
か
に
し
た
意

味
は
大
き
い
。
新
政
権
も
１

０
０
点
満
点
は
無
理
だ
が
、

大
事
と
小
事
を
見
極
め
て
頑

張
っ
て
い
く
、
皆
さ
ん
も
し

っ
か
り
支
え
て
と
も
に
改
革

を
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
。逢

坂
衆
議
は
、「
民
主
党
の

地
域
主
権
論
は
、
市
町
村
重

視
と
権
限
・
財
源
を
伴
っ
た

自
治
体
の
自
己
決
定
が
柱
。

勧
告
が
出
て
も
実
現
と
距
離

が
あ
る
こ
れ
ま
で
の
分
権
推

進
委
員
会
方
式
で
な
く
、
地

域
主
権
戦
略
会
議
で
検
討
・

実
行
の
一
体
化
で
進
め
て
い

く
。
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
、
一
括
交
付
金
、
国

と
地
方
の
協
議
な
ど
し
く
み

の
改
革
と
あ
わ
せ
、
地
域
の

元
気
・
自
給
力
を
高
め
る

�
緑
の
分
権
改
革
�
も
進
め

て
い
く
」
と
述
べ
た
。（
逢
坂

衆
議
の
講
演
録
は
道
本
部
Ｈ

Ｐ
組
合
員
専
用
に
掲
載
）

石
川
事
務
局
長
は
、
北
海

道
戦
略
会
議
の
構
想
・
活
動

状
況
と
、
新
政
権
の
政
策
へ

の
北
海
道
か
ら
の
発
信
と
北

海
道
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
づ
く
り

に
向
け
た
決
意
を
述
べ
た
。

自治労
共 済

自
治
労
共
済
道
支
部
は
、

１１
月
２７
日
事
務
担
当
者
会
議

を
開
き
、
１
１
４
単
組
１
５

０
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
長
期
共
済
制
度

改
正
な
ど
の
説
明
を
実
施
し

た
。
２
０
０
９
年
度
団
体
生

命
の
継
続
発
効
募
集
が
終
了

し
、
新
規
加
入
が
２
０
１
０

年
度
の
継
続
募
集
ま
で
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
３
月
ま
で

長
期
共
済
の
加
入
を
重
点
に

取
り
組
む
た
め
、
共
済
本
部

の
矢
吹
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
長
期
共
済
の
制
度
説
明

を
行
っ
た
。

矢
吹
さ
ん
は
、
�
退
職
後

の
保
障
に
備
え
る
た
め
、
現

職
中
に
積
立
を
行
い
、
退
職

時
に
組
合
員
が
必
要
な
保
障

（
年
金
給
付
・
医
療
給
付
・

遺
族
給
付
）
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
�
退
職
時
に
保
障
を

選
択
す
る
た
め
、
そ
の
時
の

社
会
保
障
制
度
や
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
に
あ
わ
せ
て
、
必
要
な

保
障
を
選
択
で
き
る
�
夫
婦

で
保
障
を
備
え
ら
れ
る
�
掛

金
の
不
足
分
は
、
保
障
選
択

時
に
一
括
で
納
め
ら
れ
る
な

ど
、
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
長
期
共

済
の
制
度
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
」「
退
職
後
の
保
障

確
保
の
た
め
に
加
入
を
推
進

し
た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
っ

た
。
団
体
生
命
加
入
者
で
長

期
共
済
に
未
加
入
の
方
は
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
加
入
を
�

※
加
入
要
件
の
詳
細
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
参
照
。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
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自
治
体
の
自
己
決
定
が
柱

長
期
共
済
で
退
職
後
を
保
障

逢坂衆議の講演のあと会場から質問があいついだ＝１１月２８日、札幌
コンベンションセンター

プ
ル
サ
ー
マ
ル
稼
働
に
む
け
た
１
歩

を
踏
み
出
す
泊
原
発
３
号
機
の
営
業
運

転
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
再
利
用

を
前
面
に
打
ち
出
し
て
い
る
が
節
約
で

き
る
ウ
ラ
ン
は
１
～
２
割
。
使
用
済
み

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
処
理
方
法
も
確
立
し
て

い
な
い
。安
全
性
ど
う
確
保
す
る
の
だ
。

労
働
組
合
の
組
織
率
が
非
正
規
の
加
入

な
ど
で
３４
年
ぶ
り
に
上
昇
し
た
。
１
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
み
ん
な
は
１
人
の

た
め
に
。
１
人
で
は
解
決
で
き
な
い
こ

と
も
多
数
で
団
結
し
問
題
を
解
決
し
て

い
く
。世
の
中
は
変
わ
っ
て
き
た
。非
正

規
勢
力
で
社
会
的
影
響
力
が
変
わ
る
。

鳩
山
政
権
と
労
働
組
合

運
動
の
主
体
は�
市
民
�の
立
場

『
鳩
山
政
権
と
労
働
組

合
』
を
テ
ー
マ
に
、
１１
月
２７

日
北
海
道
自
治
労
会
館
で
、

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
編
集
長
高
野

孟
さ
ん
の
講
演
会
が
開
か
れ

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。（
胆

振
・
日
高
・
空
知
三
地
方
本

部
の
実
行
委
員
会
主
催
）

高
野
さ
ん
は
、「
鳩
山
政
権

の
１
丁
目
１
番
地
の
『
地
域

主
権
』
が
９０
年
代
初
頭
発
売

の
『
日
本
列
島
再
編
計
画

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

出

版
）』

で
、
斎
藤
精
一
郎
（
当
時
立

教
大
学
教
授
）
さ
ん
ら
の
研

究
結
果
か
ら
誕
生
し
た
、
中

央
主
権
に
対
す
る
補
完
性
の

原
理
に
も
と
づ
い
た
制
度
で

あ
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

道
路
財
源
を
一
括
自
治
体
に

交
付
し
て
、
道
路
を
つ
く
る

か
つ
く
ら
な
い
か
、
歩
道
の

幅
を
何
メ
ー
ト
ル
に
す
る
か

を
当
該
自
治
体
に
判
断
さ
せ

る
と
い
う
増
田
寛
也
前
岩
手

県
知
事
の
新
聞
掲
載
の
記
事

（
１１
月
２６
日
朝
日
新
聞
）
を

紹
介
し
「
地
域
主
権
」
の
実

践
に
つ
い
て
話
し
た
。

労
働
組
合
と
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、「
運
動
の
主

張
が
市
民
の
立
場
に
立
っ
て

い
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」

と
述
べ
、「
市
民
団
体
の
ま
と

め
役
に
な
る
よ
う
な
大
き
な

存
在
の
労
働
組
合
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
最
初
の
民
主
党
立

ち
上
げ
に
関
わ
っ
た
一
人
と

し
て
、
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
話
し
た
。

朔 風

自治労共済のお知らせ

自治労共済道支部は年末年始の自動車事故対

応は下記の期間閉鎖します

２００９年１２月２８日�月 １６：００から

２０１０年１月４日�月 １１：００まで

報告する内容 �１契約者名�２運転者名�３契約

番号�４事後発生日時・場所�５
相手方の名前・連絡先電話番

号�６事故状況�７その他

※事故に伴いレッカー車が必要な場合も事故

受付センターにお申し込みください。独自に

手配した場合は本人負担になります。

インサイダー編集長・高野孟さん�左が講演し、中村美彦
さん�右が聞き手になった＝１１月２７日、自治労会館

自治労北海道本部
第１１１回中央委員会

JICHIRO スケジュール
２００９年１２月

２１日�月 道本部第８回執行委員会（札幌市）
２２日�火 道本部第２回組織強化委員会（札幌市）

第１回男女がともに担う推進委員会（札幌市）
道本部都市連第１回幹事会（札幌市）

２８日�月 道本部旗納め
２０１０年１月

４日�月 道本部旗開き
６日�水 道本部第９回執行委員会（札幌市）
８日�金 道本部２００９国民春闘討論集会

（～９日・札幌市）

2010月2月3日�水 9：00～受付

9：30開会 17：00閉会予定

場所札幌サンプラザ（TEL 011－758－3111）

札幌市北区北２４条西５丁目

道本部ホームページ

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電 話 ０１１―７４７―３２１１
ＦＡＸ ０１１―７００―２０５３
編集・発行 谷川 広美

ユーザー名：hokkaido
パスワード：jichi2009

組合員専用ページは自治労北海道

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

２００９年１２月１１日、２１日合併号（昭和２８年１２月１２日
第３種郵便物認可）jichiro-hokkaido.gr.jp自 治 労 北 海 道（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円

組合員の購読料は組合費の中に含まれています）��� 第１９８９号
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月～４月まで月月～～４４月月ままでで
女性のはたらく権利確立女女性性ののははたたららくく権権利利確確立立
運動強化月間運運動動強強化化月月間間
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自治労北海道学校「現業・公企コース」
『
生
活
保
障
排
除
し
な
い
社
会
へ
』（
岩
波
新
書
・
８４０
円
）

著
者
・
宮
本

太
郎（
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
）

読んでみたい
ＢＯＯＫ 仕仕事事ののあありり方方考考ええるる

学
習
し
た
こ
と
広
め
よ
う

自
治
労
北
海
道
学
校
「
現

業
・
公
企
コ
ー
ス
」
が
、
１２

月
５
日
、
６
日
の
両
日
、
自

治
労
会
館
で
２２
単
組
総
支
部

５６
人
が
参
加
し
開
か
れ
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
藤
盛
副

委
員
長
は
「
コ
ー
ス
で
学
習

し
た
こ
と
を
財
産
と
し
て
、

単
組
に
戻
っ
て
報
告
し
広
め

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

講
座
１
「
自
治
体
職
員
と

し
て
の
危
機
管
理
」
�
中
央

本
部
公
企
評
議
長
の
吉
田
さ

ん
（
札
幌
市
職
連
）
が
来
春

発
行
さ
れ
る
「
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
危
機
管
理
指
針
」
の
説

明
後
、
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
通
じ
て
災
害
時
に
自
治

体
職
員
と
し
て
瞬
時
に
ど
う

考
え
対
応
を
す
る
の
か
、
グ

ル
ー
プ
で
意
見
や
考
え
を
出

し
あ
い
共
有
し
た
。

講
座
２
「
労
働
安
全
衛
生

活
動
に
向
け
て
」
�
灰
野
組

織
部
長
が
労
働
安
全
の
目
的

と
委
員
会
活
動
の
基
本
に
つ

い
て
講
演
し
、
事
故
や
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
危
険

予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
Ｋ
Ｙ

Ｔ
法
）を
実
施
し
た
。

講
座
３
「
現
業
評
価
委
員

会
最
終
報
告
と
新
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
」
�
本
部
の

藤
本
臨
時
中
執
が
、
評
価
委

員
会
の
最
終
報
告
を
受
け
、

課
題
解
決
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
設
置
に
つ
い
て
述
べ
、
現

業
職
員
の
意
識
改
革
な
ど
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
討

議
し
た
。

特
別
報
告
は
、
函
館
市
職

労
が
、
８
月
に
行
っ
た
「
学

校
フ
ェ
ア
」の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
報
告

と
、「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
先
進

国
ア
メ
リ
カ
の
現
状
と
日
本

に
お
け
る
課
題
」
の
報
告
を

本
部
水
道
部
会
・
佐
藤
会
長

（
札
幌
市
職
連
）
が
行
っ

た
。出

前
講
座
で
は
、
現
業
職

の
活
性
化
と
し
て
、
苫
小
牧

市
の
清
掃
職
員
が
子
ど
も
向

け
に
行
っ
て
い
る
、
環
境
戦

隊
「
０
５
３
フ
ァ
イ
ブ
」（
０

５
３
は
、
ゼ
ロ
ゴ
ミ
と
苫
小

牧
の
郵
便
番
号
０
５
３
を
も

じ
っ
た
も
の
）で
、牛
乳
パ
ッ

ク
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て

る
の
で
は
な
く
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
た
。

受
講
者
は
、「
０
５
３
フ
ァ

イ
ブ
」
の
取
り
組
み
を
見

て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
、
仕

事
の
あ
り
方
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。

官
僚
主
導
体
制
の
機
能
不

全
と
、
構
造
改
革
路
線
が
も

た
ら
し
た
貧
困
と
格
差
の
拡

大
、
生
活
不
安
に
対
し
て
、

欧
米
の
「
第
三
の
道
」
と
は

違
う
日
本
型
の
改
革
ビ
ジ
ョ

ン
を
、「
生
活
保
障
」
と
い
う

言
葉
を
切
り
口
に
論
じ
て
い

る
。「

生
活
保
障
」と
は
、雇
用

と
社
会
保
障
を
結
び
つ
け
る

言
葉
。
雇
用
を
中
心
に
生
活

を
支
え
て
き
た

日
本
に

お

い

て
、
単
な
る
社

会
保
障
に
と
ど

ま
ら
ず
、
社
会

保
障
と
雇
用
の

関
係
を
再
設
計

し
、
欧
米
福
祉
国
家
の
経
験

に
学
び
な
が
ら
も
、
新
し
い

視
点
で
こ
れ
か
ら
の
社
会
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

民
主
党
政
権
が
誕
生
し
た

今
こ
そ
、
雇
用
と
社
会
保
障

を
密
接
に
連
携
し
た
、「
排
除

し
な
い
社
会
」
に
向
け
た
ア

ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
活
性

化
）型
の
新
し
い
生
活
保
障

の
あ
り
方
を
学
ぶ
た
め
の
必

読
の
本
。

ワケルお兄さんがゴミについて説明した後、怪人ナゲールが登
場。リサイクルをできるものを捨てようとすると、ヒーローたち
が登場し、リサイクルの重要性を訴えた＝12月6日、自治労会館

平和講座道
本
部
は
、１１
月
２９
日（
函

館
）、１２
月
５
日
（
旭
川
）、６

日
（
札
幌
）、２０
日
（
帯
広
）

と
平
和
講
座
を
開
催
し
た
。

平
和
講
座
は
、
２
０
０
３

年
６
月
に
成
立
し
た
有
事
法

制
の
狙
い
「
平
和
憲
法
の
精

神
に
沿
っ
て
自
衛
隊
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
平
和
基
本

法
」。憲
法
の
平
和
主
義
の
意

義
、
国
連
平
和
維
持
活
動
に

お
い
て
日
本
が
果
た
す
べ
き

役
割
に
つ
い
て
学
習
を
深
め

る
場
と
位
置
づ
け
、
２
０
０

２
年
に
開
催
後
２
度
目
。

今
回
の
講
座
は
、
憲
法
の

前
文
と
９
条
を
中
心
と
す
る

積
極
的
平
和
主
義
を
堅
持
す

る
立
場
か
ら
、
憲
法
と
自
衛

隊
の
存
在
と
い
う
現
実
を
解

消
す
る
た
め
に
「
違
憲
状
態

の
自
衛
隊
を
再
編
・
縮
小
す

る
」
た
め
の
政
策
提
言
で
あ

る
「
平
和
基
本
法
」
お
よ
び

鳩
山
連
立
政
権
が
誕
生
し
、

憲
法
理
念
に
沿
っ
た
日
本
の

安
全
保
障
政
策
を
ど
う
推
進

す
る
べ
き
な
の
か
、
に
つ
い

て
学
習
・
議
論
を
深
め
る
場

と
位
置
づ
け
開
催
し
た
。

講
演
は
、「
憲
法
理
念
に
沿

っ
た
日
本
の
安
全
保
障
政
策

と
は
～
９
条
で
政
治
を
変
え

る
平
和
基
本
法
に
学
ぶ
～
」

と
題
し
て
、
軍
事
評
論
家
の

前
田
哲
男
さ
ん
が
講
演
し

た
。講

演
要
旨

平
和
基
本
法
の
必
要
性
と

意
義
に
関
し
て
、
政
権
交
代

で
、
自
民
党
が
改
憲
の
権
力

を
失
っ
た
意
味
は
大
き
い
。

平
和
基
本
法
が
求
め
て
い
る

憲
法
理
念
を
具
現
化
す
る
た

め
の
大
綱
構
想
・
大
綱
政
策

は
今
や
実
施
政
策
に
な
っ

た
。
批
判
で
は
な
く
実
施
で

き
る
政
治
勢
力
が
政
権
の
座

に
つ
い
た
。
そ
の
中
で
ど
の

よ
う
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

ろ
う
か
。

「
平
和
基
本
法
」
で
は
、

現
在
、
自
衛
隊
の
任
務
と
さ

れ
て
い
る
領
土
・
領
海
・
領

空
の
警
備
任
務
は
、
改
編
さ

れ
た
「
国
土
警
備
隊
」
が
担

う
も
の
と
し
て
い
る
。「
国
土

警
備
隊
」
は
、
た
だ
日
本
国

土
に
対
す
る
「
主
権
侵
害
行

為
を
排
除
す
る
」
機
能
―

「
最
小
限
防
御
力
」
の
み
に

限
定
さ
れ
る
。
こ
こ
に
い
う

「
最
小
限
防
御
力
」
と
は
、

自
民
党
政
権
が
自
衛
隊
肥
大

化
の
口
実
と
し
て
き
た
「
必

要
最
小
限
度
の
自
衛
力
」
と

は
ま
っ
た
く
異
質
の
も
の
。

そ
の
こ
と
は
何
度
で
も
強
調

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
最

小
限
防
御
力
は
、
す
な
わ
ち

「
最
小
限
拒
否
力
」
で
も
あ

る
。
あ
く
ま
で
９
条
２
項
に

明
記
さ
れ
た
「
陸
海
空
軍
そ

の
他
の
戦
力
」
に
い
た
ら
な

い
範
囲
に
と
ど
め
る
た
め
、

「
交
戦
権
の
禁
止
」
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
保
有
す
る
実

力
も
国
内
か
ら
越
境
す
る
能

力
の
な
い
装
備
に
限
ら
れ

る
。つ

ま
り
「
戦
力
に
い
た
ら

ず
」「
交
戦
権
を
も
た
ず
」「
構

造
的
に
攻
撃
力
の
な
い
（
外

国
ま
で
行
っ
て
攻
撃
す
る
能

力
を
も
た
な
い
）」実
力
で
あ

る
。
日
本
の
よ
う
に
四
面
海

に
か
こ
ま
れ
た
島
国
の
場

合
、
か
な
り
の
と
こ
ろ
ま

で
、
そ
う
し
た
「
ハ
リ
ネ
ズ

ミ
型
」（
構
造
的
攻
撃
不
能
力

型
）
の
最
小
限
防
御
力
を
デ

ザ
イ
ン
で
き
る
。

自
民
が
改
憲
権
力
失
っ
た

憲
法
理
念

具
現
化
で
き
る

本
年
中
大
変
お
世
話
に
な
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
８
月
３０
日
に
行
わ
れ
た
衆

議
院
議
員
総
選
挙
で
、
民
主
党
が
３
０

８
議
席
を
獲
得
し
、
念
願
だ
っ
た
政
権

交
代
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
私
も
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

３
回
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し

て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
は
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。
民
主
党
が
こ
こ
で
過
半
数
を
確

保
で
き
れ
ば
、「
国
民
生
活
が
第
一
」
で

あ
る
民
主
党
の
掲
げ
る
政
策
が
い
ち
早

く
実
現
可
能
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
な
る

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
子
ど
も
手
当
な
ど
と
と
も
に
、
公
務

員
の
労
働
基
本
権
の
回
復
も
う
た
っ
て

お
り
ま
す
。
私
も
自
治
労
協
力
国
会
議

員
と
し
て
、実
現
に
向
け
尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

（
１２
月
１０
日

東
京
に
て
）

労
働
基
本
権
の
回
復
め
ざ
す

札幌開催の平和講座には約１５０人が参加し学習し
た。講師は前田哲夫さん＝１２月６日、自治労会館

今
確
定
闘
争
を

通
じ
て
、
あ
ら
た

め
て
実
感
し
た
。

あ
る
単
組
で
、
近

隣
よ
り
手
当
額
が

低
い
こ
と
か
ら
、

住
宅
手
当
増
額
要

求
を
し
て
き
た
。

こ
の
間
当
局
側
は
、
増
額
の

姿
勢
は
示
さ
な
い
も
の
の

「
引
き
続
き
検
討
す
る
」旨
を

回
答
、
継
続
協
議
と
な
っ
て

い
た
。（
当
局
側
と
し
て
は
、

こ
の
間
の
合
理
化
提
案
も
あ

り
、
要
求
を
む
げ
に
で
き
な

い
背
景
が
あ
っ
た
？
）
そ
う

し
た
中
、「
今
人
勧
で
の
廃
止

勧
告
」当
局
は
、当
然
の
よ
う

に
、廃
止
提
案
を
し
て
き
た
。

こ
こ
か
ら
、
交
渉
が
展
開

さ
れ
た
。
人
事
院
勧
告
を
盾

に
譲
ら
な
い
当
局
…
こ
こ
で

交
渉
を
有
利
に
し
た
の
が
、

こ
れ
ま
で
の
交
渉
経
過
と
回

答
で
あ
っ
た
。
か
た
く
な
で

あ
っ
た
当
局
も
さ
す
が
に
、

回
答
の
歯
切
れ
が
悪
い
…
結

果
と
し
て
、
増
額
は
で
き
な

か
っ
た
も
の
の
、
維
持
で
妥

結
に
持
ち
込
ん
だ
。
こ
の

間
、
単
組
も
増
額
の
厳
し
い

背
景
は
理
解
し
て
い
た
が
、

原
則
的
に
要
求
と
交
渉
を
繰

り
返
し
て
き
た
。
大
き
な
成

果
だ
と
思
え
た
。
２
０
１
２

年
か
ら
の
、
新
し
い
労
使
関

係
制
度
開
始
を
展
望
す
る
今

日
、
要
求
と
交
渉
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
。

（
藤
盛

敏
弘
）
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